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POLITICS

　

戦
争
の
放
棄
を
謳
っ
た
憲
法
の
下
、
戦
争

は
反
対
さ
え
す
れ
ば
事
足
り
る
も
の
と
考
え

る
国
民
も
多
く
、
戦
争
を
「
自
分
事
」
と
し

て
捉
え
て
備
え
る
意
識
は
低
か
っ
た
と
言
え

る
。

　

し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
こ
の
日
本

人
の
戦
争
観
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
今
年

３
月
19
、
20
両
日
に
産
経
新
聞
社
と
Ｆ
Ｎ
Ｎ

（
フ
ジ
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
実
施

し
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
中
国
に
よ
る
台
湾
や
尖
閣
諸

島
で
の
侵
攻
に
つ
な
が
る
可
能
性
に
つ
い
て

「
非
常
に
懸
念
し
て
い
る
」「
あ
る
程
度
懸
念

し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
84
・
２
％
に
も
上

っ
た
。 第

二
次
世
界
大
戦
以
降
、
多

く
の
日
本
人
に
と
っ
て
戦

争
は
「
他
人
事
」
で
あ
っ

た
。

戦
後
か
ら
続
く
日
本
人
の
戦
争
観

変
え
る
と
き
は
今
し
か
な
い

2022年３月の日米共同訓練では、離島防衛における連携強化が図られた
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吉富 望
Nozomu Yoshitomi

日本大学危機管理学部 教授

1959年生まれ。防衛大学校卒業後、陸
上自衛隊に入隊。陸上幕僚監部、防衛省
情報本部、内閣官房内閣情報調査室、防
衛大学校教授などを経て2015年退官。
拓殖大学大学院国際協力学研究科修士課
程修了、博士後期課程（安全保障専攻）
単位取得退学。主著に『防災をめぐる国
際協力のあり方』（共著・ミネルヴァ書
房）。

ロ
シ
ア
の
暴
挙
に
対
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
自
由
や
独
立
と
い
う「
価
値
」を
守
る
た
め
命
を
賭
し
て
戦
っ
て
い
る
。

日
本
人
は
戦
争
を「
自
分
事
」と
捉
え
、守
る
べ
き「
価
値
」を
明
確
に
し
て
本
気
で
備
え
る
と
き
だ
。

　

中
国
に
よ
る
台
湾
へ
の
軍
事
的
な
威
嚇
や

尖
閣
諸
島
に
お
け
る
領
海
侵
入
を
知
る
日
本

人
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
と
同
じ
専
制
的
な
軍

事
大
国
で
あ
る
中
国
が
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
行

為
を
是
認
す
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
て

い
る
こ
と
は
非
常
に
不
気
味
で
あ
り
、
こ
う

し
た
懸
念
を
強
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
懸
念
の
背
景
に
は
、
中
国

に
よ
る
台
湾
や
尖
閣
諸
島
へ
の
侵
攻
が
日
本

へ
の
大
規
模
な
攻
撃
に
発
展
す
る
と
の
危
機

感
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が

触
媒
と
な
っ
て
中
国
へ
の
懸
念
が
沸
騰
し
、

戦
争
を
「
自
分
事
」
と
捉
え
よ
う
と
い
う
化

学
変
化
が
日
本
人
の
中
で
起
こ
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　

本
稿
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
「
自
分

事
」
と
し
て
捉
え
る
際
に
日
本
人
が
心
に
留

め
る
べ
き
点
を
指
摘
す
る
。
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し
、
そ
れ
ら
を
銀
行
間
で
や
り
と
り

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
て
い

る
。
一
方
で
、
資
金
そ
の
も
の
は
、

世
界
の
銀
行
が
構
成
す
る
「
コ
ル
レ

ス
」
と
呼
ば
れ
る
取
引
関
係
に
よ
っ

て
受
払
い
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
銀
行
も
、
経

済
制
裁
に
参
加
し
て
い
な
い
国
の
銀

行
と
の
間
で
は
、
デ
ー
タ
を
電
子
メ

ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
や
り
と
り
す
れ

ば
、
国
際
送
金
を
行
う
こ
と
は
理
論

的
に
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
取

引
相
手
の
認
証
の
リ
ス
ク
や
事
務
手

続
き
の
煩
雑
さ
の
面
で
大
き
な
負
担

を
伴
う
。
加
え
て
、
ロ
シ
ア
の
「
抜

け
駆
け
」
に
加
担
し
た
こ
と
に
よ
る

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
を
考
え

る
と
、
大
手
銀
行
が
取
引
の
相
手
と

な
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
中
小
銀

行
を
相
手
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
で

POINT OF VIEW

米ドル・ユーロとルーブルの為替レートが表示されるロシアの両替所。金融制裁は既存のシステムの課題を突き付けた

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
対

し
て
、
西
側
諸
国
は
大

規
模
な
経
済
制
裁
を
実
施
し
て
い

る
。
中
で
も
金
融
面
で
は
、
海
外
と

の
資
金
の
支
払
い
を
困
難
に
す
る
こ

と
を
企
図
し
て
、
ロ
シ
ア
の
銀
行
や

主
要
企
業
、
政
治
や
経
済
の
要
人
を

対
象
と
し
た
広
範
な
資
産
凍
結
に
加

え
、
国
際
銀
行
間
通
信
協
会
（
Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
か
ら
ロ
シ
ア
の
主
要
な
銀

行
を
排
除
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
は
ベ
ル
ギ
ー
に
本
拠

を
置
く
民
間
組
織
で
あ
り
、
銀
行
経

由
の
国
際
送
金
を
行
う
際
に
必
要
と

な
る
デ
ー
タ
│
誰
が
、
何
の
た
め

に
、
誰
の
、
ど
こ
の
銀
行
に
あ
る
、

ど
の
口
座
に
、
い
く
ら
払
う
か
、
と

い
っ
た
情
報
│
の
様
式
を
標
準
化

転
機
迎
え
る
国
際
決
済
シ
ス
テ
ム

デ
ジ
タ
ル
通
貨
議
論
の
行
方
は

ロ
シ
ア
へ
の
金
融
制
裁
は
、米
ド
ル
の
信
認
に
負
の
影
響
を
与
え
、国
際
送
金
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
し
た
。

も
は
や〝
金
属
疲
労
〞の
状
態
に
あ
る
既
存
の
国
際
決
済
シ
ス
テ
ム
。代
わ
り
う
る
仕
組
み
は
あ
る
の
か
。

井上哲也
Tetsuya Inoue

野村総合研究所金融デジタル
ビジネスリサーチ部 シニア研究員

東京大学経済学部卒業後、日銀に
入行。米イェール大学に留学、経
済学修士取得。日銀復帰後、邦銀
の国際業務のモニタリング、福井
俊彦元副総裁秘書、植田和男元審
議委員スタッフ、金融市場局参事
役（国際金融為替市場）などを務
める。2008年に野村総合研究所に
入所し、21年より現職。近著に『デ
ジタル円』（日本経済新聞出版社）。
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現状維持は最大の経営リスク

常識という殻を  
破ろう

日本企業の様子がおかしい。バブル崩壊以降、失敗しないことが〝経営の最優先課題〟になりつつあるかのようだ。
しかし、そうこうしているうちに、かつては、追いつけ追い越せまで迫った米国の姿は遠のき、アジアをはじめとした新興
国にも追い抜かれようとしている。
今こそ、現状維持は最大の経営リスクと肝に銘じてチャレンジし、常識という殻を破る時だ。

文／話し手・梅沢正邦、中西 享、小川さやか、伊藤慎介、山本康正、川手恭輔、カプリンスキー真紀、土方細秩子、編集部（大城慶吾、友森敏雄）

インタビュー・北島義斉、小野直樹、山﨑敦義、五十嵐弘司　写真・井上智幸
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THE ASAHI SHIMBUN/GETTYIMAGES

松下電器（現パナソニック）、3代目社長の山下俊彦。
山下の経営哲学にこそ、衰弱し切った日本経済と企業社会を
立て直す「原点」がある。

日本型経営でも
新自由主義でもない
人を生かす経営とは

文・梅沢正邦（ジャーナリスト）

松下幸之助と山下俊彦は、「自主性
こそが人の力を最大化する」という
考え方で一致していた。

P a r t  1   日本企業に必要な原点を見直す
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本
企
業
が
バ
ブ
ル
経
済
に

踊
っ
て
い
た
１
９
８
９
年

末
ご
ろ
、
共
同
通
信
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
だ
っ

た
私
は
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」

の
日
曜
版
を
見
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
に
あ
っ
た
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
、
エ
ク
ソ
ン
ビ
ル
な
ど

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
象
徴
す
る
ビ
ル
が
日
本
企

業
に
よ
っ
て
次
々
に
買
収
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

ビ
ル
に
日
の
丸
を
掲
げ
た
地
図
付
き
の
大
き

な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
だ
。
結
果
的
に
は

直
後
の
バ
ブ
ル
崩
壊
で
、
大
半
の
日
本
企
業

は
買
値
よ
り
大
幅
に
安
い
価
格
で
売
却
処
分

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

た
だ
し
、
バ
ブ
ル
に
踊
っ
た
企
業
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
。
今
や
、日
本
で
唯
一
の「
稼

ぎ
手
」
と
も
い
え
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
、

そ
れ
に
付
随
す
る
部
品
産
業
だ
。
日
米
の
貿

易
摩
擦
が
激
化
し
、
米
国
は
日
本
と
の
貿
易

赤
字
を
縮
小
さ
せ
よ
う
と
89
年
か
ら
日
米
構

造
協
議
を
開
始
し
た
。
最
大
の
赤
字
要
因
と

さ
れ
た
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
米
国

か
ら
の
批
判
を
か
わ
そ
う
と
し
て
こ
ぞ
っ
て

米
国
で
の
工
場
の
建
設
を
急
い
だ
。

　

私
自
身
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
新
工

場
に
は
全
て
足
を
運
ん
だ
。
日
本
人
の
少
な

い
中
西
部
な
ど
で
、
外
国
人
を
雇
用
し
た
経

日

かつての勢いをなくして「失敗しないこと」が目的化した日本企業。
今こそ未来に向けた「種まき」をすべきだ。

リスクをとって「種をまけ」
日本企業、再興へのポイント

文・中西 享（ジャーナリスト）

マンハッタンのロックフェラーセンターを三菱地所
が買収した際には「米国の魂を買った」と言われた

P a r t  1 -2   今こそ未来に向けての「種まき」を
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企
業
、
大
学
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
に
身

を
置
い
て
み
る
と
、
日
本
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
力
が
低
下
し
た
の
は
「
安
定
志
向
」

こ
そ
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

安
定
志
向
が
蔓
延
す
る
と
、
社
会
や
企
業

に
お
け
る
変
革
の
力
は
大
き
く
失
わ
れ
る
。

日
本
経
済
の
屋
台
骨
を
長
年
に
わ
た
っ
て
担

っ
て
き
た
電
機
産
業
は
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
、
テ
レ
ビ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
、
太
陽
電
池
、

半
導
体
と
数
多
く
の
分
野
で
世
界
市
場
の
シ

ェ
ア
を
失
っ
た
。

　

代
わ
り
に
台
頭
し
た
の
が
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
Ｇ

Ａ
Ｍ
Ａ
）
に
代
表
さ
れ
る
米
西
海
岸
発
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
、
韓
国
サ
ム
ソ
ン
、
台

湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
、
中
国
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ

ェ
イ
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ア
ジ
ア
の
デ
ジ

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」。
そ
う
言
わ
れ
た

の
は
15
年
前
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
私
が
ま
だ

経
済
産
業
省
の
官
僚
だ
っ
た
と
き
、
日
本
発

で
世
界
に
負
け
な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
議
論
し
て

い
た
際
に
あ
る
人
が
発
し
た
言
葉
だ
っ
た
。

　

こ
の
発
言
が
契
機
と
な
り
、
私
は
数
年
後

に
経
産
省
を
退
官
し
て
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
起
こ
す
こ
と
に
な

る
。

　

起
業
し
て
か
ら
７
年
半
が
経
過
し
、
役
所

だ
け
で
な
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
大
企
業
、
中
小

官僚の世界を飛び出して起業。
そこで気づかされたのは不安定こそ日常という常識だった。
安定を前提としない人生、社会設計とはいかなるものか？

安定志向が評価される社会
こうすれば変えられる

文・伊藤慎介（rimOnO 代表取締役社長）

P a r t  3   自らで生き方をデザインする

「「
本本
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気
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
自
身

が
変
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
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（
カ
プ
リ
ン
ス
キ
ー
真
紀
）

と
夫
で
あ
る
ガ
イ
・
カ
プ

リ
ン
ス
キ
ー
が
空
飛
ぶ

車
、「
Ａア

ス

カ

Ｓ
Ｋ
Ａ
」
の
実

現
を
目
指
し
て
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ
社
を
設
立
し
た
の

は
２
０
１
８
年
。
わ
れ
わ
れ
夫
婦
に
と
っ
て

３
つ
目
と
な
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
。

　

な
ぜ
空
飛
ぶ
車
を
作
ろ
う
、
と
考
え
た
の

か
？　

理
由
は
現
在
住
ん
で
い
る
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
一
帯
の
過
酷
な
住
居
環
境
に
あ
る
。

こ
こ
で
は
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
大

企
業
の
周
辺
に
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
林

立
し
て
い
る
。
あ
ま
り
に
も
住
宅
価
格
が
高

く
、
そ
こ
に
住
ん
で
仕
事
に
通
う
人
が
多
い

た
め
だ
。
ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど

を
見
て
も
、
狭
い
ア
パ
ー
ト
に
家
族
で
暮
ら

す
人
も
多
い
。

　

一
方
で
少
し
郊
外
に
足
を
延
ば
せ
ば
、
数

千
万
円
で
ゆ
っ
た
り
し
た
一
軒
家
が
買
え

る
。
し
か
し
、そ
の
た
め
に
は
毎
日
の
渋
滞
、

異
常
に
長
い
通
勤
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
し
、
人
の
生
活

の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
と

考
え
て
思
い
つ
い
た
の
が
空
飛
ぶ
車
な
の

だ
。

　

郊
外
か
ら
都
市
へ
の
移
動
を
、
安
全
か
つ

環
境
に
優
し
く
、
し
か
も
４
人
乗
り
の
車
サ

イ
ズ
で
道
路
の
走
行
も
可
能
、
垂
直
に
離
着

私

空飛ぶ車を本気で実現しようと奮闘する日本人女性のカプリンスキー真紀氏。
「失敗してもいくらでもやり直せる」と言い切る彼女の姿勢は、改めて挑戦することの素晴らしさを教えてくれる。

「行動しないことが最大の失敗」
空飛ぶ車の実現に挑む！

話し手・カプリンスキー真紀（ASKA共同創業者兼COO）　聞き手・構成 土方細秩子（ジャーナリスト）　編集部（友森敏雄）

P a r t  6   車の常識を変える

特集　常識という殻を破ろう
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「
八

スーパーに並ぶ食品のほとんどに添加物が使われている

A
P/A

FLO

い
。
表
示
の
目
的
は
仕
様
書
す
な
わ
ち
説
明

で
あ
り
、
原
材
料
、
内
容
量
、
賞
味
期
限
な

ど
の
義
務
化
さ
れ
た
記
載
が
小
さ
な
字
で
並

ぶ
。
他
方
、
大
き
な
字
で
書
か
れ
て
い
る
の

は
国
産
、
添
加
物
不
使
用
、
遺
伝
子
組
換
え

不
使
用
な
ど
だ
。
こ
れ
も
説
明
だ
が
目
的
は

宣
伝
と
差
別
化
で
あ
る
。
見
て
も
わ
か
ら
な

い
商
品
は
偽
装
の
温
床
で
あ
り
、「
羊
頭
狗

肉
」
は
紀
元
前
か
ら
行
わ
れ
、
ア
サ
リ
の
産

地
偽
装
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

偽
装
は
論
外
だ
が
宣
伝
に
誇
張
は
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
が
消
費
者
に
楽
し
み
を
与
え
て

い
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
ど
こ
ま
で
許
容
さ

れ
る
の
か
は
難
し
い
線
引
き
だ
。
多
く
は
お

い
し
さ
や
お
得
感
な
ど
メ
リ
ッ
ト
の
誇
張
だ

が
、
逆
に
無
添
加
、
遺
伝
子
組
換
え
不
使
用

な
ど
の
ゼ
ロ
リ
ス
ク
の
誇
張
も
あ
る
。
消
費

者
庁
は
こ
の
ゼ
ロ
リ
ス
ク
表
示
の
規
制
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
３
月
末
に
無
添
加
表

示
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。

　

そ
の
内
容
と
は
、
ど
の
添
加
物
を
使
用
し

て
い
な
い
か
わ
か
ら
な
い
「
無
添
加
」
表
示

や
、
通
常
は
添
加
物
を
使
用
し
な
い
食
品
の

「
不
使
用
」
表
示
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

WEDGE  REPORT

広がる消費者の不安と誤解
食品表示改革を私物化するな
食品の「無添加」表示に対するガイドラインを消費者庁が策定した。食の安全・安心に向けた
取り組みと見えるが、本当の意味での「正しい情報」の提供には至っていない。

文・唐木英明 Hideaki Karaki

東京大学名誉教授

百
屋
に
看
板
な
し
」
と
言

う
。
野
菜
の
品
質
は
見
れ

ば
わ
か
る
が
、
切
り
身
肉

は
牛
か
豚
か
わ
か
り
に
く
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社
会
で
も
極
め
て
重
大
な
問
題
だ
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
調

査
対
象
と
な
っ
た
27
カ
国
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
に
最
も
関
心
が
高
く
、
ま
た
世
界
情
勢

に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
割
合
が
高
い
の
が
日
本
だ
と
い
う
。ま
た
、

東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
に
お
け
る
核
兵

器
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
核
の
恫
喝
を
受

け
て
、
俄
然
「
核
共
有
」
に
関
す
る
関
心
が

高
ま
っ
た
。
議
論
は
生
煮
え
感
が
強
い
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
核
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

を
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
タ
ブ
ー
視
し
て
き
た

日
本
社
会
で
、「
核
共
有
に
つ
い
て
議
論
す

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
は
、
国
際
社
会
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
が
、

地
理
的
距
離
を
超
え
日
本

核
リ
ス
ク
を
直
視
し

日
本
に
必
須
の
安
保
大
戦
略
を
描
け

WEDGE

OPINION

A
P/A

FLO

秋山信将
Nobumasa Akiyama

一橋大学大学院法学研究科 教授

専門は国際政治学、安全保障論。1994年
米コーネル大学行政学修士課程修了。一
橋大学より博士（法学）を取得。広島平
和研究所講師、日本国際問題研究所主任
研究員、在ウィーン国際機関日本政府代
表部公使参事官などを経て現職。主な著
書に『「核の忘却」の終わり』（勁草書房、
2019年、編著）など。

軍事パレードなどを通じて核ミサイルを誇示し続けるロシアにどう向き合うべきか

「
核
共
有
」
を
は
じ
め
、安
全
保
障
問
題
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

だ
が
、一
足
飛
び
に
議
論
を
急
が
ず
、国
家
防
衛
、日
米
同
盟
強
化
に
向
け
た
大
き
な
〝
絵
〞
を
描
く
こ
と
が
重
要
だ
。

べ
き
」
と
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
安

全
保
障
上
の
危
機
感
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　
戦
争
が
い
ま
だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い

中
で
総
括
す
る
の
は
早
計
だ
。
し
か
し
、
今

後
の
国
際
社
会
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
の
安

全
保
障
に
お
け
る
核
の
意
義
と
日
本
の
安
全

保
障
の
構
想
を
関
連
付
け
る
う
え
で
検
討
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
論
点
に
つ
い
て
整
理
し

て
み
る
こ
と
は
有
用
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
特

に
注
目
し
た
の
は
「
安
定

－

不
安
定
の
パ
ラ

ド
ク
ス
」
の
課
題
で
あ
る
。

　
核
大
国
間
で
は
相
互
抑
止
の
膠
着
状
態
が

存
在
し
関
係
が
安
定
し
て
い
る
一
方
で
、
そ

の
結
果
地
域
レ
ベ
ル
で
の
紛
争
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
状
態
を
安
定

－

不
安
定
の
パ
ラ
ド
ク

ス
と
呼
ぶ
。

　
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
が
緊
迫
化
し
つ
つ
あ
っ
た
昨
年
末
以
降
、

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
派
兵
を
す
る
つ
も
り
は
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に
わ
た
る
保
健
医
療
制
度
の
問
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
が
、
問
題
の
根
本

的
改
善
へ
向
け
て
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対

応
は
、
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
た
ち
か
ら

も
一
向
に
見
え
て
こ
な
い
。
補
助
金
や
診
療

報
酬
に
よ
る
誘
導
は
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ

る
医
療
現
場
の
混
乱
を
生
じ
か
ね
ず
、
本
質

的
な
解
決
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。

　

翻
っ
て
み
る
と
、
日
本
の
保
健
医
療
制
度

改
革
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
能
力

を
備
え
た
専
門
職
を
〝
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
〞

と
し
て
育
成
す
る
機
会
を
何
度
も
逃
し
て
き

た
。
例
え
ば
、
２
０
０
０
年
の
介
護
保
険
導

入
と
13
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
。
質
の
高
い
人
材
の
育
成

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
始
ま
っ
て
も
う

３
年
目
に
な
る
。「
コ
ロ

ナ
禍
で
、
わ
が
国
の
長
年

医
療
人
材
の
育
成
方
法
に
メ
ス
を

地
域
に
必
要
な
専
門
医
と
は

WEDGE

OPINION

葛西龍樹
Ryuki Kassai

福島県立医科大学医学部
地域・家庭医療学講座 主任教授

1984年北海道大学医学部卒業。北海道
家庭医療学センター設立および所長を経
て、2006年から現職。英国家庭医学会 
最高名誉正会員・専門医（FRCGP）。日
本プライマリ・ケア連合学会監事。著書
に『医療大転換 ─日本のプライマリ・
ケア革命』（ちくま新書）など多数。

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
医
療
の
〝
受
け
皿
〞
と
な
る
体
制
不
足
が
露
呈
し
た
。

「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
」
を
担
う
人
材
を
早
期
に
育
成
す
る
仕
組
み
構
築
が
急
務
だ
。

も
同
時
に
達
成
さ
れ
て
い
れ
ば
こ
れ
ら
の
制

度
は
も
っ
と
生
か
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

本
稿
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
お
よ
び
今
後
の
日

本
で
、
地
域
住
民
を
癒
し
、
健
康
を
守
る
キ

ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ

る
医
師
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　

医
療
経
済
学
を
専
門
と
す
る
一
橋
大
学
の

井
伊
雅
子
教
授
ら
は
、
財
務
総
合
政
策
研
究

所
が
刊
行
す
る
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
レ
ビ

ュ
ー
』
の
22
年
３
月
発
刊
号
で
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
支
払
い

方
式
を
導
入
す
る
比
較
的
高
機
能
な
病
院
で

の
診
療
デ
ー
タ
）
と
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
も

と
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
日
本
の
さ
ま

ざ
ま
な
保
健
医
療
制
度
の
問
題
点
を
指
摘
し

て
い
る
が
、
特
に
重
要
な
点
が
地
域
医
療
の

〝
受
け
皿
〞
と
な
る
体
制
の
不
足
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
本
来
な
ら
高
度
な
集
中
医
療
の

PH
O

TO
A

LTO
/A

FLO

日本では医師が専門領域を自ら選択できる一方、必ずしも将来の需要やポストがあるとは限らない


	008_2206_18_Op1_R_ウクライナ_2021_re
	012_2206_23_PoV1_デジタル通貨_2021
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